
ボランティアガイドブック 

A b i r a n t e e r  
あびらんてぃあ  

発行 社会福祉法人 安平町社会福祉協議会 

 



ボランティアガイドブック 

『Abiranteer～あびらんてぃあ』は 

 

「ボランティアに参加してみたいけれど、 

どんな活動をすれば良いかわからない。」 

 

「ボランティアを通じ、仲間の輪を広げたい。」 

 

「自分のできることで人の役に立ちたい」 

 

こんな思いをお持ちの方のためのガイドブックです。 

こんな思いをお持ちの方のための 

ガイドブックです。 

ボランティアをしたいけれど、 

どんな活動があるかわからない。 

ボランティアを通じて、 

仲間の輪を広げたい。 

自分のできることで、 

人の役に立ちたい。 

ひとくちにボランティア活動と言っても福祉や文化支援、国際協力、人権問題など

様々な分野があります。また、個人でできることから、団体に所属して行う活動も

あります。 
 
 このガイドブックでは、主に福祉の分野の活動を中心に町内で取り組まれている

活動を紹介しています。 
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ま
ず
は
社
協
へ 

ご
相
談
く
だ
さ
い 

  

安
平
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ら
れ
る
方
の
ご

相
談
に
応
じ
、
登
録
や
紹
介
、
研
修

の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
安
平
町
社
協
窓
口
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

       

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
利
用
者
や
施

設
の
職
員
、
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間

な
ど
、
色
々
な
人
と
の
関
わ
り
の
中

で
活
動
を
行
い
ま
す
。
周
り
の
方
々

と
気
持
ち
よ
く
活
動
を
続
け
る
為

に
も
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
活

動
し
ま
し
ょ
う
。 

 

①
秘
密
の
厳
守 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

得
た
個
人
情
報
は
、
決
し
て
他
言
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 ボランティア活動のきっかけは人それぞれです。

ボランティアは無償で行う活動ですが、出会いや感

動、喜びがあります。 
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②
約
束
は
守
り
ま
し
ょ
う 

  

無
償
の
活
動
と
は
言
え
、
相
手
や

仲
間
が
い
ま
す
。
約
束
し
た
場
合
は

守
る
。
無
理
な
約
束
は
し
な
い
。
ど

う
し
て
も
都
合
が
悪
く
な
っ
た
場

合
は
、
事
前
に
連
絡
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。 

 

③
政
党
や
宗
教
活
動 

に
利
用
し
な
い 

 
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
利
用
し
て

特
定
の
政
党
や
宗
教
へ
の
勧
誘
な

ど
を
行
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

⑥
無
理
の
な
い
活
動
を 

  

あ
ま
り
高
い
目
標
を
立
て
て
し

ま
う
と
、
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り

で
も
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
い
れ
ば

立
派
な
活
動
で
す
。
無
理
を
し
な
い

こ
と
が
継
続
の
秘
訣
で
す
。 

 

⑦
活
動
を
振
り
返
る 

  

地
域
の
状
況
や
福
祉
に
関
す
る

考
え
方
も
時
代
に
よ
り
変
化
し
て

い
き
ま
す
。
研
修
の
参
加
や
仲
間
と

の
話
し
合
い
な
ど
、
活
動
を
見
直

し
、
活
動
内
容
を
変
え
て
い
く
こ
と

も
大
切
で
す
。 

 

④
声
掛
け
を
大
切
に 

  

善
意
の
押
し
売
り
で
は
い
け
ま

せ
ん
が
、
相
手
の
こ
と
を
気
に
か
け

た
「
お
せ
っ
か
い
」
は
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
声
か
け
か
ら
相
手
の

本
音
や
隠
れ
た
問
題
に
気
が
付
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

⑤
相
手
の
話
を 

良
く
聞
き
ま
し
ょ
う 

  

人
間
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と

が
、
活
動
の
基
本
に
な
り
ま
す
。
相

手
の
目
を
見
て
き
ち
ん
と
う
な
づ

く
等
、
聴
く
姿
勢
も
大
切
で
す
。 
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○
研
修 

 

研
修
会
の
開
催
や
道
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
研
修
会
へ
の

参
加
を
支
援
し
ま
す
。 

 

○
保
険
の
受
付 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
活
動
支
援 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
助
成 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象
に

希
望
す
る
団
体
を
公
募
し
、
助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

ボランティアセンターについて 

 社会福祉協議会にはボランティアセンターが設置され、ボラ

ンティア活動をされる方の活動を支援しています。 

 これからボランティア活動を始めようという方はお気軽にご

相談ください。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

活
動
内
容 

 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
提
供 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
や

募
集
状
況
な
ど
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。 

 

○
相
談
、
登
録 

 

活
動
を
希
望
す
る
方
の
相
談
に

応
じ
、
登
録
さ
れ
た
方
を
必
要
と
さ

れ
る
施
設
、
団
体
等
に
紹
介
し
ま

す
。（
登
録
さ
れ
た
方
す
べ
て
に
活

動
を
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。） 
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・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

ス
ペ
ー
ス
の
利
用 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。 

 
 

      

・
車
両
の
貸
出 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象
に

公
用
車
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

・
遊
具
等
の
貸
出 

 

行
事
等
に
使
用
す
る
遊

具
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

↑
ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー
ミ
ー 

 

テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

↑ホンダステップワゴン 

↑ニッサンキャラバン 

↑スロットボール 

↑
か
し
わ
館
会
議
室 

↓
輪
投
げ 

↓
ス
ト
ラ
イ
ク
ナ
イ
ン 

↑綿あめ機 

↓台風ドカン 

↓室内用ボーリング 

↓ポップコーン機 

↓フロアカーリング 

↓思い出カルタ 

↑百人一首 

↑ビンゴゲーム機 
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ボランティアセンター窓口 

 

 

≪  本  所  ≫ 
安平町早来大町 41かしわ館内 

電 話 22-3061／ＦＡＸ26-2915 
メール abirashakyo@able.ocn.ne.jp 

午前 8時 30分～午後 6時（月～金・土日祝日除く） 

 

≪追分支所≫ 
安平町追分中央１番地 40ぬくもりセンター内 
電 話 25-2263／ＦＡＸ25-4133 
午前 8時 30分～午後 5時 15分 
（月～金・土日祝日除く） 

 

≪追分支所≫ 

安平町追分中央１番地 40ぬくもりセンター内 

電 話 25-2263／ＦＡＸ25-4133 

 

  

メール abirashakyo@able.ocn.ne.jp 
営業時間 午前 8時 30分～午後 5時 30分/月～金 ※土日祝日除く 

≪  本  所  ≫ 

安平町早来大町 41かしわ館内 

電 話 22-3061／ＦＡＸ26-2915 

安
平
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数
の
推
移 

      

安平町のボランティア人数（実人数） 

年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 

人数 371 名 349 名 373 名 394 名 414 名 412 名 

※ボランティア人数については、ボランティア活動保険の加入者数

となっております。 

※福祉協力員、防犯協会等を含む。 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
図
書
の

貸
出 

 
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参
考
図
書
、

傾
聴
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役

立
つ
参
考
図
書
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。 
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○
補
償
期
間 

 

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日

ま
で
（
年
度
の
途
中
に
加
入
の
場
合

で
も
３
月
31

日
ま
で
に
な
り
ま

す
。）
加
入
し
た
翌
日
か
ら
補
償
が

始
ま
り
ま
す
。 

 

○
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
例 

①
傷
害
事
故 

・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
、
転

ん
で
ケ
ガ
を
し
た
。 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
向
か
う
途

中
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
。 

 

②
賠
償
事
故 

・
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
中
、

誤
っ
て
お
年
寄
り
に
ケ
ガ
を
さ

せ
た
。 

・
自
転
車
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

向
か
う
途
中
、
誤
っ
て
他
人
に
ケ

ガ
を
さ
せ
た
。 

※
車
の
運
転
に
よ
る
対
人
、
対
物
事

故
の
損
害
賠
償
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。 

○
申
し
込
み
手
続
き 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
印
鑑
と
保
険
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

  

ボランティア活動保険 

 国内での「自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボラ

ンティア活動」を対象とした保険です。※有償のボランティア活動は 

  対象となりません。(交通費・昼食代等は無償とみなします。) 

年間掛金・補償金額 

掛 金 Ａ 300円 Ｂ 450円 

死亡保険金 1,200 万円 1,800 万円 

入院保険金 6,500 円 10,000 円 

通院保険金 4,000 円 6,000 円 

賠償責任保険 5 億円 
（限度額） 

5 億円 
（限度額） 
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ボランティア団体 
の 

紹 介 
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住
み
慣
れ
た
地
域
で 

労
わ
り
合
い
を 

  

安
平
町
追
分
老
人
と
共
に
歩
む
会

は
、
追
分
地
区
の
70
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
、
電
話
相
談
や
訪
問
活

動
に
よ
る
安
否
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
講
師
を
招
き
独
自
に
学

習
会
の
開
催
や
町
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
、
福
祉
や

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
も

定
期
的
に
設
け
て
い
ま
す
。 

   

70
歳
以
上
の
お
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
安
否
確
認
や
相

談
活
動
、
ふ
れ
あ
い
会
な
ど
の
行
事

を
行
い
ま
す
。 

 

●
電
話
活
動 

 

対
象
者
に
電
話
を
掛
け
、
安
否
確

認
や
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。 

・
時
間 

午
前
10
時
～
12
時 

・
場
所 

ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室 

・
頻
度 

月
に
２
回
（
２
人
１
組
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
い
ま
す
） 

 

●
訪
問
活
動 

 

月
に
１
回
程
度
、
班
ご
と
に
分
か

れ
て
、
対
象
者
の
お
宅
を
訪
問
し
ま

す
。 

学習会の様子 

安平町老人と共に歩む会 
 

●地域のお年寄りが安心して暮らせるように、 

支援活動を行うボランティア団体です。 

連絡先 安平町社協（本所：22‐3061／追分支所：25‐2263） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

 

●
会
員
対
象
者 

 

安
平
町
在
住
で
、
福
祉
に
興
味
の

あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
２
年 

 

●
会
員
数 

22
名 

地
域
で
の
福
祉
の
向
上
を 

  

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
も
、
高

齢
に
な
る
に
つ
れ
家
の
中
に
引
き
こ

も
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

孤
独
を
感
じ
る
方
も
多
い
そ
う
で

す
。 

 

 

会
長
の
野
澤
洋
行
さ
ん
は
会
で
の

活
動
に
つ
い
て
こ
う
話
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。「
電
話
や
訪
問
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
る
と
、
お
一
人
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
は
話
し
相
手
が
お
ら
ず
、

心
細
い
思
い
を
し
て
い
る
方
が
多
い

こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
電
話
相
談
の

際
に
『
最
近
体
調
が
悪
い
』
と
話
さ

れ
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
自
宅
に
伺

う
と
か
が
み
こ
む
よ
う
に
し
て
倒
れ

て
お
り
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
と
い
う

こ
と
も
過
去
に
あ
り
ま
し
た
。」 

 
 

 

●
ふ
れ
あ
い
会 

・
頻
度 

年
に
２
回 

・
場
所 

追
分
公
民
館 

 

●
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

・
頻
度 

年
に
１
回 

・
場
所 

追
分
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー 

 

●
絵
手
紙
年
賀
状
の
作
成 

・
時
期 

年
末 

・
場
所 

ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室 

 

●
定
例
会 

・
頻
度 

月
に
１
回 

・
場
所 

ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室 

 

●
そ
の
他 

 

研
修
会
や
講
座
の
開
催
、
福
祉
施

設
へ
の
慰
問
活
動
な
ど
。 

 

ふれあい会の様子 
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     連絡先 安平町社協（本所：22‐3061／追分支所：25‐2263） 

一
つ
一
つ
心
を
込
め
て 

  

町
内
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
お
弁

当
の
調
理
・
配
達
を
行
い
ま
す
。
現

在
、
毎
週
水
曜
日
に
早
来
地
区
と
追

分
地
区
に
分
か
れ
て
調
理
を
行
い
、

早
来
地
区
で
は
約
50
名
、
追
分
地
区

で
は
約
25
名
の
方
へ
お
弁
当
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。 

  

お
弁
当
の
献
立
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
季
節
感
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
決
め
、
利
用
者
さ
ん
か
ら

も
好
評
で
す
。 

・
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

地
区
ご
と
に
班
に
分
か
れ
て
お
弁
当

を
調
理
し
ま
す
。（
当
番
制
で
活
動
は
月

１
回
程
度
で
す
。） 

 

●
日
時 

水
曜
日 

 

早
来 

８
時
30
分
～
午
後
１
時
頃 

 

追
分 

８
時
45
分
～
午
後
１
時
頃 

 

●
場
所 

 

 

早
来
公
民
館
調
理
室
（
早
来
地
区
） 

 

追
分
公
民
館
調
理
室
（
追
分
地
区
） 

給食サービス 
 

●町内の住む 65歳以上のお一人暮らし・ご夫婦の方にお弁当を作

り届け、食事の提供と安否確認を行うボランティアです。 

活
動
の
内
容 
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●
対
象
者 

安
平
町
在
住
の
方
。 

 

●
発
足 

 

早
来 

昭
和
63
年 

 

追
分 

平
成
20
年 

 

●
会
員
数 

 
  

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

早
来 

49
名 

 
 

追
分 
25
名 

（
述
べ
74
名
） 

  

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 

早
来 

17
名
・
追
分
８
名 

（
述
べ
25
名
） 

 

会
に
つ
い
て 

 
・
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

  

自
家
用
車
を
使
い
、
利
用
者
へ
の

お
弁
当
の
配
達
、
安
否
確
認
を
実
施

し
ま
す
。
当
番
制
と
な
っ
て
お
り
、

月
１
回
程
度
担
当
し
て
頂
き
ま
す
。

（
ガ
ソ
リ
ン
代
実
費
支
給
） 

 

●
時
間 

水
曜
日
、
11
時
～
12
時 

 

●
配
達
数 

10
食
程
度 

 

喜
ぶ
笑
顔
が 

何
よ
り
の
栄
養 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

る
方
は
『
お
弁
当
を
届
け
た
時
の
笑

顔
や
“
あ
り
が
と
う
”
の
言
葉
を
聞

く
た
び
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た

利
用
者
の
方
は
『
い
つ
も
水
曜
日
が

待
ち
遠
し
い
』、『
お
弁
当
を
食
べ
る

と
元
気
が
出
ま
す
』
と
、
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。 

活
動
の
内
容 
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主
な
活
動
内
容 

地
域
が
主
体
の 

認
知
症
予
防 

  

高
齢
化
や
認
知
症
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
さ
く
ら
会
は
、
町

内
会
事
業
の
一
環
と
し
て
、
青
葉
町

内
会
の
住
民
を
対
象
と
し
た
認
知
症

予
防
教
室
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

「
地
域
の
皆
で
集
ま
り
、
交
流
す

る
こ
と
が
一
番
の
脳
の
活
性
化
で

す
。」
と
会
員
の
一
人
は
語
り
ま
す
。 

認
知
症
予
防
教
室 

『
は
な
ま
る
の
集
い
』
の
運
営 

 

頻
度 

月
２
回
（
第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

 

時
間 

午
前
10
時
か
ら
12
時 

 

場
所 

青
葉
会
館 

 

『
は
な
ま
る
の
集
い
』
の
内
容 

●
童
謡
や
手
話 

 

●
簡
単
な
計
算
式 

（
小
学
校
一
年
生
程
度
）
。 

 

●
ぬ
り
え
や
朗
読 

 

●
折
り
紙
作
り 

（
季
節
の
行
事
に
因
ん
だ
折
り
紙
を
作

り
、
町
内
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
給
食

サ
ー
ビ
ス
の
際
に
配
り
ま
す
。） 

 

●
そ
の
他
、
会
員
が
実
施
内
容
を
決

め
ま
す
。 

さくら会 
 

●青葉町内会で認知症予防教室を運営している 

ボランティア団体です。 

『はなまるの集い』の様子 

連絡先 代表：米川恵美子（25-2326） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

青
葉
町
内
会
に
在
住
の
方
。 

 

●
発
足 

平
成
19
年
５
月 

 

●
会
員
数 

４
名 

生
活
に
結
び
つ
く
教
室 

  

計
算
式
練
習
の
合
間
に
は
「
認
知

症
に
な
る
と
小
銭
の
計
算
が
わ
か

ら
な
く
な
り
、
お
札
ば
か
り
出
し
、

小
銭
が
た
ま
る
場
合
が
あ
る
」、「
足

し
算
引
き
算
が
出
来
な
く
な
る
と

金
銭
管
理
も
出
来
な
く
な
る
の
で

良
い
訓
練
に
な
る
」
と
の
声
。
舌
を

動
か
し
た
り
口
の
開
け
閉
め
を
す

る
健
口
体
操
で
は
、
噛
む
力
を
維
持

し
、
誤
嚥
防
止
に
役
立
つ
た
め
、
い

つ
ま
で
も
食
事
を
お
い
し
く
食
べ

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
は
92
歳
の
方
も
い
て
、

こ
れ
ま
で
生
き
て
来
た
時
代
や
沢

山
の
思
い
出
話
の
中
か
ら
、
さ
く
ら

会
の
メ
ン
バ
ー
が
教
え
て
い
た
だ

く
こ
と
も
多
々
あ
る
そ
う
で
す
。
ち

ょ
っ
と
し
た
考
え
事
や
思
い
出
を

た
ぐ
り
寄
せ
、
会
話
を
楽
し
む
こ
と

が
認
知
症
予
防
に
繋
が
っ
て
い
る

様
子
で
す
。 

 

『はなまるの集い』参加者の様子 

さくら会会員の皆さん 

↑はなまるの集い参加者 

によるぬりえ 
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『
ス
マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
』 

に
つ
い
て 

  

ス
マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
は
、
社
会
福
祉

施
設
・
第
二
富
門
華
寮
の
利
用
者
４

名
か
ら
な
る
音
楽
グ
ル
ー
プ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
皆
、
視
覚
障
が
い
と
知

的
障
が
い
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す

が
、
音
楽
の
才
能
に
恵
ま
れ
、
平
成

４
年
に
活
動
を
開
始
し
て
以
来
こ
れ

ま
で
に
道
内
75
市
町
村
・
５
３
８
公

演
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

夢（ドリーム）２１２ 
 

●スマイル４Beat（視覚障がい者による音楽グループ）の活動を支

援するボランティア団体です。 

●
活
動
支
援
会
員 

 

年
会
費
千
円
で
「ス
マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ

ｔ
」
の
活
動
を
経
済
的
に
支
援
し
ま

す
。 

 

●
公
演
サ
ポ
ー
ト
会
員 

 

「ス
マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
」の
公
演
に
同

行
し
、
移
動
介
助
や
楽
器
の
運
搬
な

ど
を
行
い
ま
す
。
長
時
間
の
公
演
で

は
演
奏
の
合
間
に
手
話
や
福
祉
に
つ

い
て
の
解
説
も
行
い
ま
す
。
※
公
演
は

年
間
約
30
回
程
度
で
、
日
程
を
合
わ
せ
て

10
名
程
が
同
行
し
ま
す
。 

 

●
夢
お
っ
か
け
隊 

 

楽
器
を
持
ち
ス
マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
の

演
奏
に
参
加
し
ま
す
。 

↑スマイル４Beat のメンバー 

連絡先 第 2富門華寮通所部（22-4650） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

音
楽
で
広
が
る
『
輪
』 

  

夢
（
ド
リ
ー
ム
）
２
１
２
の
会
員
は

会
社
員
や
主
婦
、
学
生
な
ど
様
々
で

す
。
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
ど
ん
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
応

え
て
く
れ
る
ス
マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
の
演

奏
は
聞
く
人
に
感
動
を
与
え
ま
す
。 

 

夢
（ド
リ
ー
ム
）２
１
２
の
「２
１
２
」

と
い
う
数
字
は
市
町
村
合
併
前
の
道

内
の
市
町
村
数
を
意
味
し
、「
全
道
く

ま
な
く
回
り
、
ス
マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ

の
音
楽
を
沢
山
の
方
々
に
聞
い
て
ほ

●
会
員
対
象
者 

音
楽
や
福
祉
に
興
味
が
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
13
年 

 

●
会
員
数 
 

活
動
支
援
会
員 

約
２
百
名 

公
演
サ
ポ
ー
ト
会
員 

10
名 

し
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

代
表
の
高
橋
真
理
子
さ
ん
は
「
十

数
年
前
に
町
内
の
あ
る
喫
茶
店
で
ス

マ
イ
ル
４
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ
の
演
奏
を
初
め
て

聞
き
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
彼
ら
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
出
来
た
ら
と
思
い
ま
し

た
。」
と
語
り
ま
す
。 

 

高
橋
さ
ん
や
支
援
す
る
全
て
の

人
々
の
思
い
は
、
大
き
な
輪
と
な
っ

て
全
道
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

↓
代
表
の
高
橋
真
理
子
さ
ん
（
写
真
右
）。 

平
成

23
年
道
新
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
賞
受

賞
の
時
の
様
子
。 

↑ドリーム212の皆さん 
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主
な
活
動
内
容 

点
訳
奉
仕
と
は
？ 

  

『
点
訳
』
と
は
視
力
障
が
い
に
よ

り
、
通
常
の
本
が
読
め
な
い
人
の
為

に
、
文
章
を
点
字
（
凹
凸
の
あ
る
６

点
）
に
直
す
こ
と
で
す
。
通
常
、
文

章
は
仮
名
文
字
や
漢
字
で
書
か
れ
ま

す
が
、
点
字
の
場
合
、
全
て
の
文
字

が
カ
ナ
文
字
と
し
て
表
記
さ
れ
る

為
、
点
字
特
有
の
文
法
や
句
切
り
な

ど
が
使
わ
れ
ま
す
。 

 

安
平
町
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団
は
昭

和
55
年
９
月
に
「
千
歳
市
点
訳
奉
仕

団
分
団
」
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
後

昭
和
61
年
に
早
来
町
点
訳
赤
十
字

奉
仕
団
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。
会

員
に
活
動
の
き
っ
か
け
を
聞
く
と
、

富
門
華
寮
の
職
員
と
し
て
働
い
た

の
を
き
っ
か
け
に
興
味
を
持
っ
た

方
や
友
人
の
手
話
を
見
て
福
祉
に

関
わ
る
技
術
を
身
に
付
け
た
い
と

思
っ
た
方
、
友
人
の
誘
い
で
点
訳
の

講
習
会
に
行
き
興
味
を
持
っ
た
方

な
ど
、
き
っ
か
け
は
様
々
で
す
。 

 

連絡先 代表：飛田文也（22-2240） 

安平町点訳赤十字奉仕団 
 

●視覚障がいの方が利用する点訳本を 

作成しているボランティア団体です。 
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●
会
員
対
象
者 

 

点
訳
に
興
味
の
あ
る
方
、
点
訳
の

校
正
を
お
手
伝
い
し
て
下
さ
る
方
。 

 

●
発
足 

昭
和
61
年
５
月 
 

●
会
員
数 

７
名 

点
訳
の
修
得
ま
で 

  

点
訳
者
の
育
成
は
各
奉
仕
団
に

一
任
さ
れ
て
お
り
、
団
内
で
２
、
３

年
の
研
修
を
行
い
ま
す
。
読
み
方
か

ら
始
ま
り
練
習
文
、
自
由
文
の
書
き

方
と
進
み
、
最
終
段
階
の
日
赤
蔵
書

検
定
試
験
に
合
格
す
る
と
正
式
な

蔵
書
点
訳
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

す
。
発
足
当
初
は
会
員
の
ほ
と
ん
ど

が
子
育
て
中
だ
っ
た
為
、
育
児
の
合

会
に
つ
い
て 

例
会 

月
２
回
（
第
２
・
第
４
木
曜
日
） 

時
間 

午
前
９
時
半
か
ら
午
後
３
時
半 

場
所 

み
な
く
る 

内
容 

広
報
や
蔵
書
の
点
訳
作
業
。 

※
初
心
者
の
方
は
始
め
の
２
～
３
年
は
研
修

期
間
に
な
り
ま
す
。 

間
を
縫
い
、
夜
間
に
例
会
を
行
っ
た

そ
う
で
す
。 

 

会
員
の
一
人
は
『点
訳
は
入
団
後
に

す
ぐ
活
動
出
来
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
点
訳
習
得
後
も
日
々
勉
強
で

大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
蔵
書
が

完
成
し
た
と
き
の
達
成
感
は
言
葉
に

は
出
来
ま
せ
ん
。
』と
語
り
ま
す
。 

↑
過
去
に
使
用
し
て
い
た
手
打
ち
の
点
字
版

（
写
真
上
）
と
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
（
写

真
下
）。
現
在
は
パ
ソ
コ
ン
で
点
字
を
入
力

し
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
を
札
幌
点
字
図
書
セ
ン
タ

ー
に
提
出
し
ま
す
。 

↓
点
訳
の
入
力
画
面
。 

活
動
の
内
容 
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福
祉
の
理
解
や 

交
流
の
場
と
し
て 

  

水
泳
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
福

祉
施
設
・
第
二
富
門
華
寮
か
ら
水
泳

介
助
の
依
頼
が
あ
り
、
協
力
者
を
募

っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成

12
年
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 

利
用
さ
れ
る
方
た
ち
は
、
第
二
富

門
華
寮
に
入
所
・
通
所
さ
れ
て
い
る

方
で
、
視
覚
障
が
い
と
知
的
障
が
い

を
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
富
門
華

寮
は
早
来
富
岡
と
千
歳
市
の
境
に
位

置
し
て
い
る
為
、
日
常
的
な
地
域
と

の
交
流
も
限
ら
れ
、
水
泳
介
助
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
大
切
な
交
流
の
場
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
場
所 

早
来
町
民
プ
ー
ル 

 

●
時
間 

午
後
６
時
45
分
～
８
時 

 

●
対
象 

視
覚
障
が
い
の
方 

 

●
頻
度 

月
に
２
回
程
度
（
金
曜
日
） 

※
町
民
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が
冬
期
間
閉
ま
る

為
、
１
月
～
３
月
は
お
休
み
で
す
。 

 

●
内
容 

利
用
者
が
他
の
人
と
ぶ
つ

か
ら
な
い
で
泳
げ
る
よ
う
介
助
し
ま

す
。
プ
ー
ル
内
で
歩
い
て
介
助
し
ま
す

の
で
水
泳
経
験
が
無
く
て
も
構
い
ま

せ
ん
。 

 

ま
た
、
更
衣
室
や
ト
イ
レ
の
場
所
を

案
内
す
る
な
ど
、
簡
単
な
移
動
介
助
も

行
い
ま
す
。 

水泳介助ボランティア 

●視覚障がいの方を対象に水泳の介助を行う、 

ボランティア団体です。 

 

連絡先 安平町社協（本所：22‐3061／追分支所：25‐2263） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

福
祉
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
12
年 

 

●
会
員
数 

12
名 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

を
通
し
て 
  

活
動
日
程
は
、
年
度
ご
と
に
富
門

華
寮
の
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

の
都
合
を
調
整
し
て
年
間
の
日
程
を

決
定
し
ま
す
。
１
回
の
利
用
に
６
～

７
名
の
利
用
者
さ
ん
が
プ
ー
ル
を
訪

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
人
づ
つ
付

き
添
い
ま
す
。 

 

“
介
助 

”
と
い
う
と
「
手
助
け
」

や
「
支
援
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
先

に
来
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
活
動

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
学
ば
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
や
勇
気

を
も
ら
え
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
は
活
動
に

つ
い
て
こ
う
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

『
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い

る
う
ち
に
、
利
用
者
の
方
と
水
泳
に

限
ら
ず
日
々
の
生
活
の
こ
と
な
ど
、

色
々
な
こ
と
を
お
話
し
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
毎
回
の
活
動
を
私

自
身
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
時

に
は
利
用
者
の
方
々
の
純
粋
な
気
持

ち
を
感
じ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。』 
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主
な
活
動
内
容 

犯
罪
防
止
や
更
生
活
動 

に
向
け
て 

  

追
分
更
生
保
護
女
性
会
は
、
地
域

か
ら
犯
罪
や
非
行
を
な
く
し
、
誰
も

が
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
平
和
な
社

会
を
つ
く
る
た
め
、
地
域
の
犯
罪
防

止
・
青
少
年
の
健
全
育
成
・
更
生
施

設
へ
の
支
援
等
、
明
る
い
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

・
少
年
院
（
２
か
所
）
の
行
事

参
加
や
矯
正
施
設
へ
の
支
援 

 

・
交
通
安
全
運
動 

 

・
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
隊
の
協
力 

 

・
児
童
館
事
業
へ
の
協
力 

 

・
町
事
業
へ
の
協
力 

 

・
花
壇
整
備 

 

・
定
例
会 

※
そ
の
他
、
他
団
体
と
連
携
を
図

り
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
へ

の
協
力
。 

児童館クリスマス会準備の様子 

追分更生保護女性会 

 

●犯罪・非行のない明るい社会づくりを支援する 

全国組織の女性ボランティア団体です。 

連絡先 安平町社協（本所：22‐3061／追分支所：25‐2263） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

 

安
平
町
内
の
女
性
保
護
司
、
女
性

民
生
委
員
、
保
護
司
夫
人
、
そ
の
他

会
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
女
性 

 

●
発
足 

昭
和
45
年
４
月
25
日 

 

●
会
員
数 

37
名 

  

更
生
保
護
女
性
会
網
領 

 

一
、
私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
、
社
会
の
一
員
と

し
て
連
帯
し
、
心
豊
か
に
生
き
ら
れ

る
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

一
、
私
た
ち
は
、
更
生
保
護
の
心
を

広
め
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
団

体
と
連
携
し
つ
つ
、
過
ち
に
陥
っ
た

人
た
ち
の
更
生
の
た
め
の
支
え
と

な
り
ま
す
。 

 

一
、
私
た
ち
は
、
知
識
を
求
め
自
己

研
鑽
に
励
む
と
と
も
に
、
あ
た
た
か

な
人
間
愛
を
も
っ
て
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
に
行
動
し
ま
す
。 

 

 

会
長
の
井
内
キ
ミ
子
さ
ん
は
、
会

に
つ
い
て
『
ど
ん
な
活
動
も
仲
良

く
、
楽
し
く
な
い
と
長
続
き
は
難
し

い
も
の
で
す
。
私
達
も
、
地
域
の
活

動
を
基
盤
に
自
分
た
ち
の
出
来
る

こ
と
を
出
来
る
範
囲
で
、
出
来
る
限

り
、
明
る
く
・
楽
し
く
・
仲
良
く
・

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
会
員

一
同
で
活
動
し
て
い
き
た
い
。』 

 

と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

追分更生保護女性会の皆さん 
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会
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
と
し

た
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ペ
ー

プ
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ア
タ

ー
、
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
を
計
画
し
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。 

  

●
読
み
聞
か
せ
と レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

場
所 

み
な
く
る 

対
象 

幼
児
か
ら
小
学
生 

頻
度 

月
に
１
回 

（
第
２
又
は
第
３
土
曜
の
午
後
２
時
半
～
３
時
半
） 

 

●
早
来
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

の
読
み
聞
か
せ 

場
所 

早
来
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

頻
度 

月
に
１
回 

 

●
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
の
手
伝
い 

場
所 

早
来
公
民
館 

                      

      

主
な
活
動
内
容 

レ
ク
や
ゲ
ー
ム
を 

取
り
入
れ
て 

  

発
足
か
ら
30
年
以
上
経
つ
読
み

聞
か
せ
団
体
「
あ
り
ん
こ
会
」
で
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
季
節
感
を
大
切
に
す
る
た
め
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
か
ぼ
ち
ゃ
作
り
や
年
賀
状

つ
く
り
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
、
か
る
た
な

ど
を
行
い
、
毎
回
10
名
前
後
の
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。 

 
12
月
に
開
催
す
る
ク
リ
ス
マ
ス

読み聞かせボランティア  

ありんこ会 
 

●町内の子どもたちを対象に読み聞かせや 

レクリエーションを行っているボランティア団体です。 

 
連絡先 代表：丸子みさ子（22-2543） 

活
動
の
内
容 
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頻
度 

年
に
１
回 

内
容 

子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
絵

本
の
読
み
聞
か
せ 

 

●
定
例
会
議
（
月
１
回
） 

 

●
そ
の
他
（
依
頼
が
あ
れ
ば
出
張
で 

読
み
聞
か
せ
を
実
施
。） 

     

●
会
員
対
象
者 

安
平
町
在
住
で 

読
み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

昭
和
52
年
５
月 

 

●
会
員
数 

７
名 

様
々
な
活
動
を
通
し
て 

  

あ
り
ん
こ
会
で
は
、
平
成
23
年

に
町
内
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
利
用
者

を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
活
動
以
外
に
も
地
域
で

の
活
動
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
過
去
に
は
、
子
ど
も
た
ち

に
生
の
舞
台
の
素
晴
ら
し
さ
を
体

験
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
「
人

形
劇
団
え
り
っ
こ
」、「
絵
本
パ
フ
ォ

会
に
つ
い
て 

ー
マ
ー
岸
田
典
大
氏
」
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
の
主
催
や
実
行
委
員
会
メ
ン

バ
ー
と
し
て
「
劇
団
さ
っ
ぽ
ろ
」
、

「
デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
ひ
と

み
」
な
ど
の
演
劇
団
を
招
く
活
動
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

平
成
10
年
に
北
海
道
読
書
推
進

運
動
協
議
会
よ
り
優
良
読
書
グ
ル

ー
プ
と
し
て
表
彰
、
平
成
12
年
に

「
子
ど
も
と
本
の
出
合
い
実
践
記

録
集 

“
子
ど
も
に
翼
を
あ
た
え
る

た
め
に
”」
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 ケアハウスでの読み聞かせ活

動の様子 

平成 23年度「あそびのひろば」の様子 
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家
庭
的
な
雰
囲
気
で 

  

読
み
聞
か
せ
ひ
ま
わ
り
会
で
は
、

月
に
１
回
定
期
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
紙
芝
居
や
季
節
の
催
し

物
、
ゲ
ー
ム
な
ど
毎
回
工
夫
を
こ
ら

し
た
企
画
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜

び
。
こ
の
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
何

度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
子
ど
も
達

も
い
る
そ
う
で
す
。 

 

子
ど
も
達
は
毎
回
５
～
６
名
参
加

し
て
く
れ
る
そ
う
で
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
会
員
達
と
子
ど
も
た
ち

が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
す
。 

●
読
み
聞
か
せ
活
動 

 

場
所 

遠
浅
公
民
館 

 

対
象 

乳
児
や
小
学
生 

 

頻
度 

月
に
１
回 

（
第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
） 

 

内
容 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝

居
、
ゲ
ー
ム
、
季
節
の
行
事
（
ひ
な
祭

り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
）
を
行
い
ま
す
。

１
回
の
活
動
を
会
員
２
～
３
名
で
担

当
し
ま
す
。 

読み聞かせ ひまわり会 

●遠浅地区で読み聞かせ活動を行う、 

ボランティア団体です。 

 

連絡先 代表：松橋聡子（22-4328） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

 

読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ど
な
た
で
も
。 

 

●
発
足 

昭
和
53
年 

 

●
会
員
数 

５
名 

 

地
域
の
子
ど
も
を 

見
守
り
続
け 
  

会
員
の
中
に
は
発
足
当
時
か
ら
読

み
聞
か
せ
活
動
を
続
け
て
い
る
方
も

お
り
、
30
年
以
上
も
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
続
け
て
い
ま
す
。 

 

会
長
の
松
橋
聡
子
さ
ん
は
『
自
分

の
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
も
読
み
聞

か
せ
を
し
て
あ
げ
た
の
で
、
今
こ
う

し
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

活
動
し
て
い
る
と
、
当
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。』

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

最
近
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
忙
し

い
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
月
に
１
度
絵
本
や
紙
芝
居
を
通

し
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

活
動
の
様
子
は
、
お
子
さ
ん
に
限

ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
大
歓
迎
で
す
。 

 

ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。 
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ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を 

き
っ
か
け
に 

  

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
ず

き
ん
は
町
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

（
７
～
８
か
月
の
乳
児
に
絵
本
を
渡
し
、本

と
の
触
れ
合
い
を
作
る
活
動
）
を
き
っ
か

け
に
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
は
主
婦

が
多
く
、
読
み
聞
か
せ
の
経
験
が
な

い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
活
動

を
通
し
て
絵
本
が
子
ど
も
に
与
え
る

安
心
感
や
想
像
力
を
育
て
る
力
な
ど

の
学
び
も
沢
山
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 ●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の 

読
み
聞
か
せ
活
動  

場
所 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
追
分
） 

対
象 

乳
幼
児
／
頻
度 

月
に
１
回 

（
第
２
火
曜
日
の
午
前
11
時
～
11
時
半
） 

 

●
安
平
の
郷
で
の
読
み
聞
か
せ
活
動 

場
所 

安
平
の
郷
／
頻
度 

年
に
数
回 

対
象 

安
平
の
郷
の
利
用
者
・
入
居
者 

 

●
あ
そ
び
の
広
場
へ
の
参
加 

（
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
） 

 

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
参
加 

場
所 

ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー 

頻
度 

年
に
３
回 

内
容 

７
～
８
ヶ
月
の
乳
児
を
対
象
と

し
た
、
絵
本
と
の
触
れ
合
い
を

作
る
活
動
で
す
。 

 

●
お
は
な
し
こ
う
み
ん
か
ん 

場
所 

追
分
公
民
館
／
頻
度 

年
に
１
回 
↑子育て支援センターでの読み聞

かせ活動の様子（クリスマス会） 

読み聞かせボランティア  
 

赤ずきん 
 

●追分地区の子どもたちを対象に読み聞かせ活動を 

行っているボランティア団体です。 

 

連絡先 代表：岩佐喜久子（25-3087） 

活
動
の
内
容 
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内
容 

子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
企

画
。絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ペ

ー
プ
サ
ー
ト
、手
遊
び
歌
を
取

り
入
れ
た
企
画
。 

 

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
時
間
を
活

用
し
た
読
書
活
動
へ
の
協
力 

 

●
定
例
会
議
（
月
１
回
） 

 

●
そ
の
他
（
依
頼
が
あ
れ
ば
出
張
で
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。） 

 

 
●
会
員
対
象
者 

読
み
聞
か
せ
に
興
味
が
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
18
年
８
月 
 

●
会
員
数 

11
名 

会
に
つ
い
て 

 

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を 

取
り
入
れ
て 

  

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
ず

き
ん
で
は
、
読
み
聞
か
せ
以
外
に
も

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
て
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、
町
で
の
行
事
（
高

齢
者
芸
能
発
表
会
や
福
祉
大
会
）
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
読
み
聞
か
せ
や

朗
読
を
行
っ
た
り
、『
た
る
た
る
ハ
ウ

ス
（
追
分
セ
ン
タ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
近
く
）
』
や

お
寺
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
、

月
に
１
回
の
定
例
会
の
際
に
予
定
の

空
い
て
る
会
員
を
募
り
、
準
備
を
行

い
ま
す
。 

 

活
動
を
終
え
る
度
、
定
例
会
で
反

省
会
を
行
い
ま
す
が
、
次
か
ら
次
へ

と
会
員
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
湧

き
出
て
き
ま
す
。「
絵
本
や
言
葉
の
魅

力
を
も
っ
と
伝
え
た
い
」
そ
ん
な
思

い
が
赤
ず
き
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
素

の
よ
う
で
す
。 



あびらんてぃあ Abiranteer ・・・32                                  

 

子
ど
も
の
心
を 

静
か
に
ノ
ッ
ク
し
て 

  

乳
幼
児
読
み
聞
か
せ
会
ト
ン
ト
ン

は
、
安
平
町
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
平
成
16

年
に
発
足
し
ま
し
た
。
月
１
回
の
読

み
聞
か
せ
活
動
に
は
毎
回
３
～
４
組

の
親
子
が
足
を
運
ん
で
く
れ
る
そ
う

で
、
お
母
さ
ん
同
士
・
赤
ち
ゃ
ん
同

士
の
つ
な
が
り
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。 

 
団
体
名
の
『
ト
ン
ト
ン
』
は
、
戸

を
ノ
ッ
ク
す
る
「
と
ん
っ
、
と
ん
っ
」

と
い
う
音
か
ら
来
て
お
り
、 

“
絵
本

を
通
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
を
静
か

に
ノ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
”
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
読
み
聞
か
せ
活
動 

場
所 

早
来
町
民
セ
ン
タ
ー 

対
象 

乳
幼
児 

頻
度 

月
に
１
回 

（
第
１
木
曜
日
の
午
前
10
時
～
10
時
半
） 

 

●
あ
そ
び
の
広
場
へ
の
参
加 

（
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
） 

 

●
乳
幼
児
検
診
で
の
絵
本
の
紹
介 

場
所 

早
来
保
健
セ
ン
タ
ー 

 

●
定
例
会 

 

年
に
２
回
（
下
半
期
・
上
半
期
）
活

動
内
で
の
反
省
や
活
動
の
時
間
帯
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。 

乳幼児読み聞かせ会トントン 

●乳幼児を対象に読み聞かせ活動を行う、 

ボランティア団体です。 

 

ボランティア団体です。 

 

連絡先 安平町社協（本所：22‐3061／追分支所：25‐2263） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

 

安
平
町
在
住
で
、
読
み
聞
か
せ
に

興
味
の
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
16
年 

 

●
会
員
数 

10
名 

絵
本
は
遊
び
の
道
具
の 

一
つ
と
し
て 

  

月
１
回
の
読
み
聞
か
せ
活
動
は
会

員
２
人
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当

し
ま
す
。
会
の
テ
ー
マ
曲
「
ト
ン
ト

ン
の
歌
」
か
ら
始
ま
り
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊
び
歌
、
紙
芝
居
、

折
り
紙
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
内
容

は
基
本
的
に
担
当
者
が
決
め
ま
す

が
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
必
ず
行

う
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

読
み
聞
か
せ
の
帰
り
に
絵
本
を
借

り
て
行
く
お
母
さ
ん
も
い
る
そ
う

で
、
時
に
は
お
母
さ
ん
が
絵
本
選
び

に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
時
に
、
会
員

が
子
守
り
を
す
る
こ
と
も
…
。 

 

会
長
の
横
井
慈
子
さ
ん
は
、「
聞
き

に
来
て
下
さ
る
お
母
さ
ん
の
中
に
は 

“
字
も
読
め
な
い
子
ど
も
に
絵
本
の

内
容
は
わ
か
ら
な
い
の
で
は
？
”
と

言
わ
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
あ
く
ま

で
絵
本
は
遊
び
の
道
具
の
一
つ
と
し

て
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
生
活
の
場
に
置
い
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
語
り
ま
す
。 

早来町民センター図書館の読み聞かせスペース 

会のイメージキャラクター『こぶたのトン
トン』のペープサート 
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地
元
の
小
学
校
で 

読
み
聞
か
せ
活
動
を 

  

学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
陽
だ
ま

り
は
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
た
『
子

ど
も
読
書
推
進
法
』
を
受
け
て
、
平

成16

年
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 

代
表
の
横
井
慈
子
さ
ん
は
「
地
元

の
小
学
校
に
読
み
聞
か
せ
団
体
が
無

い
と
知
り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

で
集
ま
り
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。」

と
当
時
の
こ
と
を
語
っ
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

 

早
来
小
学
校
に
活
動
の
相
談
を
し

た
時
は
、
学
校
側
も
好
意
的
に
受
け

入
れ
て
下
さ
り
、
す
ぐ
に
活
動
を
始

め
る
こ
と
が
出
来
た
そ
う
で
す
。 

●
早
来
小
学
校
で
の 

読
み
聞
か
せ
活
動 

 

場
所 

早
来
小
学
校 

各
教
室 

 

対
象 

小
学
生 

 

頻
度 

週
に
１
回
程
度 

 

時
間 

午
前
８
時
15
分
～
25
分 

の
10
分
間 

 

内
容 

朝
読
書
の
時
間
に
各
ク
ラ

ス
に
入
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
１
ク
ラ
ス
に
会
員
１
名

が
担
当
と
な
り
ま
す
。 

連絡先 安平町社協（本所：22‐3061／追分支所：25‐2263） 

学校図書ボランティア 陽だまり 

●早来小学校「朝読書の時間」に読み聞かせ 

を行う、ボランティア団体です。 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

 

安
平
町
在
住
で
、
読
み
聞
か
せ
に

興
味
の
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
16
年 

 

●
会
員
数 

９
名 

絵
本
と
子
ど
も
達
の 

架
け
橋
に 

  

早
来
地
区
は
歴
史
あ
る
読
み
聞
か

せ
団
体
が
活
発
に
活
動
し
て
い
る
地

域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
読
み
聞
か

せ
が
始
ま
る
と
子
ど
も
た
ち
は
す
ぐ

に
物
語
に
集
中
し
ま
す
。
学
期
末
に

は
、
今
ま
で
各
ク
ラ
ス
で
読
ん
だ
絵

本
の
表
紙
を
壁
に
貼
り
、
本
の
ス
ト

ー
リ
ー
や
保
管
場
所
、
会
員
の
コ
メ

ン
ト
を
添
え
ま
す
。『
子
ど
も
た
ち
が

い
つ
で
も
絵
本
を
手
に
取
っ
て
、
読

み
返
し
て
く
れ
る
よ
う
に
』
そ
ん
な

心
遣
い
が
伝
わ
り
ま
す
。 

 

通
常
は
朝
読
書
の
10
分
間
の
み

の
活
動
で
す
が
、
６
年
生
に
は
卒
業

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
兼
ね
て
30
分
に

延
長
し
て
大
型
絵
本
や
音
楽
付
き
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
１
年
生

の
時
、
見
上
げ
る
よ
う
に
絵
本
を
眺

め
て
い
た
子
ど
も
達
も
、
会
員
と
同

じ
目
線
で
絵
本
を
見
つ
め
ま
す
。『
読

み
聞
か
せ
を
通
し
て
地
域
の
子
ど
も

達
の
成
長
を
実
感
で
き
る
。』そ
ん
な

貴
重
な
経
験
が
出
来
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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子育てサポーターの会 アリス 
 

●安平町内で託児活動を行う、 

有償のボランティア団体です。 

   

安
平
町
内
で
有
償
の
託
児

活
動
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。 

 

託
児
対
象 

 

１
歳
～
小
学
３
年
生
ま
で 

 
 

活
動
時
間 

 

午
前
８
時
～
午
後
７
時 

の
間
で
活
動 

 

活
動
場
所 

 

町
民
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

支
援
ル
ー
ム
、
依
頼
者
の
自

宅
、
サ
ポ
ー
タ
ー
宅
等
（
※
依

頼
に
よ
っ
て
活
動
場
所
は
異
な
り

ま
す
） 

 

活
動
日
程 

 

月
１
回
の
定
例
会
議
で
次

の
月
の
託
児
件
数
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 

地
域
の
子
育
て
を 

サ
ポ
ー
ト 

  

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
ア
リ
ス

で
は
、
安
平
町
内
の
子
ど
も
達
を
対

象
に
有
償
の
託
児
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
発
足
当
初
は
無
料
で
の
活
動

で
し
た
が
、
利
用
者
の
方
か
ら
「
長

時
間
の
場
合
、
無
料
だ
と
申
し
訳
な

く
逆
に
利
用
し
づ
ら
い
」
と
の
声
が

あ
り
、
現
在
は
１
時
間
５
百
円
（
以

降
30
分
ご
と
に
２
百
円
）
の
利
用
料
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 
利
用
さ
れ
る
方
は
、『
急
な
用
事
が

出
来
た
の
で
子
ど
も
を
見
て
ほ
し

い
』、『
学
校
行
事
が
あ
る
』
な
ど
理

由
は
様
々
で
す
。 

連絡先 代表：川崎知子（22-4587） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

 
●
会
員
対
象
者 

 

安
平
町
在
住
で
、
託
児
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
17
年 

 

●
会
員
数 

15
名 

母
親
同
士
の
交
流
の
場
に 

  

会
に
参
加
す
る
際
、
保
育
士
な
ど

の
資
格
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
乳

幼
児
子
育
て
講
座
」
を
受
講
す
る
と

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。 

 

ま
た
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会 

ア
リ
ス
で
は
託
児
活
動
を
行
う
ほ
か

に
、会
員
同
士
の
交
流
も
盛
ん
で
す
。 

 

会
長
の
川
崎
知
子
さ
ん
は
会
に
つ

い
て
こ
う
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

「
団
体
名
に
は
“
子
育
て
サ
ポ
ー
タ

ー
”
と
入
っ
て
い
ま
す
が
、
母
親
同

士
の
交
流
も
目
的
の
一
つ
で
す
。
育

児
活
動
が
難
し
い
方
は
定
例
会
の
み

の
参
加
で
も
大
丈
夫
で
す
。
様
々
な

年
齢
層
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
育
児
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
語
り
合
っ
た
り
、
相
談

や
助
言
を
し
合
う
場
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
若
い
お
母
さ
ん
達
に
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
！
」 

そ
の
他 

 
●
依
頼
者
宅
で
の
託
児
で
は

お
子
さ
ん
一
人
に
対
し
て
、

会
員
１
名
が
託
児
を
行
い

ま
す
。 

 

●
公
共
施
設
で
の
集
団
託
児

の
活
動
も
あ
り
ま
す
。 

 

乳幼児子育て講座の様子 

託児活動中の様子 
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追分カーネーション 

 

老
人
福
祉
施
設
で 演

芸
発
表 

  

追
分
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日

頃
、
歌
や
踊
り
を
習
っ
て
い
る
有

志
の
人
達
が
集
ま
り
、
町
内
の
老

人
福
祉
施
設
を
訪
問
し
て
、
演
芸

を
披
露
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
で
す
。
利
用
者
の
方
に
も
一

緒
に
歌
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

 

町
内
の
福
祉
施
設
を
訪
問
し
、

演
芸
を
披
露
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

頻
度 

年
４
回
程
度 

 

時
間 

発
表
の
時
間
は 

１
時
間
程
度 

 

場
所 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア

ハ
ウ
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

老
人
福
祉
施
設 

 

発
表
内
容 

 

舞
踊
、
民
謡
、
歌
、
ア
コ
ー
デ

ィ
オ
ン
演
奏
な
ど
、
日
頃
練
習
し

て
い
る
演
目
を
発
表
し
ま
す
。 

連絡先 事務局：米川恵美子（25-2326） 

活
動
の
内
容 

  ●町内の老人福祉施設で、演芸を披露する 

         活動を行っているボランティア団体です。 
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●
会
員
対
象
者 

 

安
平
町
在
住
で
、
舞
踊
や
楽
器

演
奏
に
興
味
の
あ
る
方
。 

 

●
発
足 

平
成
２３
年
１２
月 

 

●
会
員
数 

８
名 

  

会
に
つ
い
て 

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
に 

  

会
の
事
務
局
を
さ
れ
て
い
る
米

川
さ
ん
は
、「
以
前
、
施
設
を
訪
れ

た
際
に
、
テ
レ
ビ
を
見
て
、
座
っ

て
い
る
方
が
い
る
の
に
気
が
付

き
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
で
何
か

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
は
無
い

か
」
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
会

員
の
一
人
か
ら
「
施
設
入
所
を
し

て
い
る
身
内
に
何
か
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
し
た
い
。」
と
声
が
上

り
会
を
結
成
し
た
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

活
動
し
て
い
る
中
で
、
自
分
達

の
演
目
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で
な

く
、
見
て
く
れ
て
い
る
方
々
も
何

か
一
緒
に
参
加
し
て
も
ら
え
な
い

か
と
考
え
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を

弾
い
て
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る

童
謡
や
唱
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た

り
、
盆
踊
り
を
踊
る
な
ど
一
緒
に

楽
し
め
る
よ
う
な
演
目
を
考
え
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、「
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

自
分
達
の
自
己
満
足
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
見
て
く
れ
る
方
た
ち

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
手

拍
子
や
拍
手
を
も
ら
え
る
と
私
達

も
元
気
を
も
ら
い
、
ま
た
施
設
に

来
て
歌
や
踊
り
を
見
て
も
ら
い
た

い
と
感
じ
ま
す
。」
と
活
動
へ
の
想

い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 
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傾
聴
と
は 

  

傾
聴
は
、
話
し
手
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
あ
り
の
ま
ま
に
話
を

受
け
止
め
る
こ
と
で
、
話
し
手
の

気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
り
、
悩
ん

で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
方

が
整
理
さ
れ
る
な
ど
の
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
協
に
登
録

し
て
、
施
設
や
事
業
所
の
紹
介
を

受
け
て
、
利
用
者
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。 

 

グ
ル
ー
プ
傾
聴 

福
祉
施
設
を
訪
問
し
、
グ
ル
ー

プ
の
中
で
傾
聴
を
行
い
ま
す
。 

 

個
人
傾
聴 

個
人
宅
や
施
設
の
個
室
を
訪
問

し
、
傾
聴
を
行
い
ま
す
。 

 

頻
度 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
都
合
に
合
わ

せ
月
１
回
程
度
か
ら
活
動
出
来

ま
す
。 

 

時
間 

１
回
の
傾
聴
は
45
分
程
度 

 

研
修 個

人
傾
聴
を
行
う
方
は
、
所
定

の
研
修
を
受
け
て
頂
き
ま
す
。 

傾聴ボランティア 
●話し手の心に寄り添い、耳を傾ける 

ボランティア活動です。 

活
動
の
内
容 

傾聴基礎講座の様子 

連絡先 安平町社協（本所：22‐3061／追分支所：25‐2263） 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
相
手
の

お
話
を
じ
っ
く
り
聴
く
こ
と
が

で
き
る
方
。 

●
発
足 

 

平
成
23
年 

●
会
員
数 

17
名 

  

悩
み
を
話
せ
な
い 

つ
ら
さ
を
知
っ
て 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ひ
と
り
は
、 

「
自
分
が
病
気
に
な
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
悩
み
を
話
せ
な
い
辛

さ
を
知
り
、
同
じ
気
持
ち
を
持
っ

て
い
る
人
の
手
助
け
が
出
来
た

ら
」
と
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、「
活
動
で
は
、
お
年
寄
り

の
お
話
し
を
お
聴
き
す
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
若
い
世
代
も
含
め
、

話
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
を
抱
え
て
い
る
人
は
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。」
と
こ
の
活

動
の
必
要
性
を
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

  
活
動
を
通
し
て 

人
が
好
き
に
な
る 

  

「
お
年
寄
り
の
お
話
を
お
聴
き

す
る
中
で
、
自
分
の
人
生
を
振
り
、

『
あ
の
時
、
こ
う
い
う
道
を
選
ん

で
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
』
と
、

繰
り
返
し
お
話
し
さ
れ
る
方
が
い

ま
す
。
何
十
年
も
た
っ
た
今
で
も

両
親
や
当
時
の
周
り
の
人
の
気
持

ち
を
考
え
、
思
い
悩
む
姿
に
、
そ

の
人
の
純
真
さ
を
感
じ
ま
す
。

色
々
な
方
の
お
話
を
お
聴
き
す
る

な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
純
真
な
思

い
に
触
れ
、
人
が
好
き
に
な
る
活

動
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
活
動
の
魅

力
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、「
傾
聴
は
相
手
が
話
し
て

く
れ
た
こ
と
に
マ
ル
を
つ
け
る
。

『
そ
う
だ
ね
』
と
肯
定
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た

だ
聴
く
事
し
か
出
来
な
い
け
ど
悩

み
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
達
の

手
助
け
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。」
と
活
動
へ
の
想
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 
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町
内
で
安
全
啓
発
を 

  

こ
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、

「
変
質
者
や
犯
罪
者
に
よ
る
児
童
・

生
徒
へ
の
声
掛
け
や
待
ち
伏
せ
行
為

の
防
止
」
を
目
的
に
、
青
色
回
転
灯

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
の
効
果
に
よ
り
、

犯
罪
の
抑
止
に
つ
な
が
り
、
安
全
な

町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

 

発
足
当
時
は
、
町
内
で
青
色
回
転

灯
に
よ
る
防
犯
活
動
の
前
例
が
な

く
、
警
察
署
へ
の
書
類
提
出
な
ど
で

大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
は
町

か
ら
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
必
要
な
手
続
き
は
全
て
役
場

で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

●
町
内
の 

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動 

 

活
動
範
囲 

安
平
町
追
分
地
区 

 

活
動
内
容 

青
色
回
転
灯
を
点
け

て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
い
ま

す
。 

 

頻
度 

不
定
期 

※
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
都
合
の
良
い

時
間
に
、
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま

す
。 

 

そ
の
他 

 

・
入
会
す
る
際
に
は
、
青
色
回
転
灯

取
り
付
け
の
書
類
申
請
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

こども安全パトロール 
 

●安平町内で自家用車を使ったパトロール活動を行い、 

地域の安全を啓発するボランティア団体です。 

連絡先 代表：米川恵美子（25-2326） 

活
動
の
内
容 
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会
に
つ
い
て 

●
会
員
対
象
者 

 

安
平
町
内
に
お
住
み
で
、
自
家
用

車
を
お
持
ち
の
方
。 

 

●
発
足 

平
成
18
年
４
月 

 

●
会
員
数 

７
名 

 

●
パ
ト
ロ
ー
ル
車 

３
台 

青
色
回
転
灯
に
つ
い
て 

  

青
色
回
転
灯
に
よ
る
自
主
防
犯

活
動
は
、
平
成
16
年
か
ら
警
察
庁
・

国
土
交
通
省
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ

た
活
動
で
す
。
通
常
、
一
般
の
自
家

用
車
へ
の
回
転
灯
の
装
備
は
法
令

に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

警
察
か
ら
の
証
明
を
受
け
た
団
体

は
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
、
パ
ト
ロ

ー
ル
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。 

 
こ
の
活
動
は
全
国
的
に
広
が
っ

て
お
り
、
約
５
千
５
百
団
体
、
２
万

台
以
上
の
自
動
車
（
平
成
19
年
時
点
）

が
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
実
施
地
域
で
は
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
に
よ
っ
て
、
車
上
狙
い
な
ど
の
犯

罪
が
減
少
し
た
と
い
う
事
例
が
多

数
挙
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
活
動
で
は
都
合
の
良
い
時

間
に
、
出
来
る
範
囲
で
行
う
こ
と
で

継
続
的
な
防
犯
活
動
が
出
来
ま
す
。 

 

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
し
て
地

域
で
の
安
心
感
や
連
帯
感
を
育
て

る
こ
と
も
活
動
の
大
き
な
役
割
で

す
。 

↑青色回転灯 

 

・
自
動
車
の
車
体
に
団
体
の
名
称
を

表
示
し
ま
す
。 

 

・
適
切
な
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

継
続
す
る
た
め
２
年
ご
と
に
「
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
」
の
受
講
が

必
要
で
す
。 

 



あびらんてぃあ Abiranteer ・・・44                                  

 

 
個人で出来る 

ボランティア活動 

趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て 

  

自
分
の
趣
味
を
生
か
し
て
、
生
き

が
い
作
り
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と

も
大
切
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。 

 

○
囲
碁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

福
祉
施
設
利
用
者
の
囲
碁
の
相

手
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。 

 

○
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

施
設
の
行
事
な
ど
で
、
演
奏
、
踊

り
、
手
品
な
ど
の
披
露
を
す
る
活
動

で
す
。 

 

高
齢
者
や
障
が
い
の 

あ
る
人
の
た
め
に 

 

○
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

高
齢
者
宅
の
照
明
器
具
の
清
掃
、

草
刈
、
煙
突
掃
除
な
ど
の
軽
作
業
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。 

※
ま
た
、
列
車
や
バ
ス
な
ど
で
席
を

譲
る
、
身
体
の
不
自
由
な
方
が
困
っ

て
い
た
ら
声
を
か
け
る
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
お
宅

を
さ
り
げ
な
く
見
守
っ
て
い
く
な

ど
、
身
近
な
方
へ
気
配
り
し
て
い
く

こ
と
も
大
切
な
活
動
で
す
。 

 

特別なことではなくても、他人のことを考えて、行動することがボラ 

  ンティア活動です。日々の生活のなかで何かできそうなこ 

   とはないか探してみてはどうでしょうか。 
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集
め
て
届
け
る 

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 
安
平
町
社
協
で
は
リ
ン
グ
プ
ル
、

古
切
手
、
書
き
損
じ
葉
書
な
ど
を
集

め
て
い
ま
す
。
リ
ン
グ
プ
ル
は
、
車

イ
ス
な
ど
の
福
祉
用
具
に
交
換
さ

れ
、
古
切
手
、
書
き
損
じ
葉
書
は
売

却
さ
れ
、
発
展
途
上
国
等
で
の
医
療

活
動
の
費
用
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
気
軽

に
誰
も
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
多
く
の
人
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。 

※
こ
の
他
に
も
、「
こ
ん
な
こ
と
な
ら

し
て
み
た
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録 
  

個
人
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

希
望
す
る
方
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
登
録
の
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

登
録
内
容
は
、
氏
名
、
連
絡
先
、

活
動
の
希
望
、
特
技
や
資
格
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
受
け
入
れ
施
設
な
ど
の
ニ

ー
ズ
と
活
動
の
ご
希
望
が
合
わ
ず
、

活
動
を
紹
介
で
き
な
い
場
合
や
紹

介
ま
で
時
間
の
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。 

※
万
一
に
備
え
て
、
活
動
前
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
へ
加
入
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
細
は
本

冊
子
10
ペ
ー
ジ
の『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
』
を
ご
覧
下
さ
い
。 
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災害時のボランティア 

活
動
の
基
本 

 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
本
人
の
自
発
的
な
意
思

と
責
任
に
よ
り
被
災
地
で
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。 

 

事
前
の
情
報
収
集 

 

必
ず
現
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
事
前

に
連
絡
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
方
法
や
注
意
点
に
つ
い
て
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
安
全
・
体
調
の
管
理 

 

被
災
地
で
の
活
動
は
、
危
険
が
伴

う
こ
と
や
重
労
働
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
安
全
や
健
康
に
つ
い
て
は

自
分
自
身
で
管
理
す
る
こ
と
を
理
解

し
た
う
え
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

体
調
が
悪
け
れ
ば
、
参
加
を
中
止
す

る
こ
と
が
肝
心
で
す
。 

 

宿
所
・
食
事
の
確
保 

 

被
災
地
で
活
動
す
る
際
の
宿
所

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
が
事
前
に

被
災
地
の
状
況
を
確
認
し
、
手
配
し

て
く
だ
さ
い
。
水
、
食
料
、
そ
の
他

身
の
回
り
の
も
の
に
つ
い
て
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
自
身
が
事
前
に
用
意
し
、

携
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

          

災害ボランティアは、被災地での支援活動に大きな役割を果たしてい

ます。被災された方々の負担や迷惑にならないよう自分自身の行動と

安全に責任を持って活動することが大切です。 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録 

 
被
災
地
に
到
着
し
た
後
は
、
必
ず

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
登
録
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

現
地
の
情
報
収
集 

 

被
災
地
に
お
け
る
緊
急
連
絡
先
・

連
絡
網
を
必
ず
確
認
す
る
と
と
も

に
、
地
理
や
気
候
等
周
辺
環
境
を
把

握
し
た
う
え
で
活
動
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

被
災
者
へ
の
配
慮 

 

被
災
地
で
は
、
被
災
し
た
方
々
の

気
持
ち
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配

慮
し
、
マ
ナ
ー
あ
る
行
動
と
言
葉
づ

か
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。 

組
織
的
な
行
動 

 

被
災
地
で
は
、
必
ず
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
、
現
地
受
け

入
れ
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
活
動
し

て
く
だ
さ
い
。
単
独
行
動
は
で
き
る

だ
け
避
け
て
く
だ
さ
い
。
組
織
的
に

活
動
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き
な
力

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険 

 
ま
ず
は
事
故
に
合
わ
な
い
よ
う
、

休
憩
等
に
心
が
け
、
無
理
な
活
動
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
事
故
が
起
き
た
時
の
備
え

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の

天
災
タ
イ
プ
に
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。
加
入
は
、
安
平
町
社
協
で
手
続

き
で
き
ま
す
。（
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
安
平
町
社

協
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。） 

 

支
援
物
資
の
注
意 

 

被
災
地
に
、
個
人
か
ら
多
く
の
物

資
が
送
ら
れ
る
と
、
仕
分
け
の
困
難

さ
等
で
か
え
っ
て
、
被
災
地
に
大
き

な
負
担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
現
地
に
よ
く
確
認
し
て
、
必
要

な
物
資
を
的
確
に
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
現
地
に
何
の
連
絡
も
せ
ず
に
送

付
す
る
こ
と
は
厳
禁
で
す
。 
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